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国際ロータリー会長 HOLGER KNAACK             Rotary Opens Opportunities 

      ホルガー クナーク       テーマ  ロータリーは機会の扉を開く 

  ＊例会日  木曜日  １２：３０                 ＊事務所 １０２－００８３ 東京都千代田区麹町３－５ 

  ＊例会場  ホテル  ニュ－ オータニ                                     得水ビル 2階 202号 

  ＊創  立  １９９２年９月１７日（平成４年）       電  話  東京０３（３２６５）８５９７番 

  ＊会  長 大竹章裕   幹事 坂田生子            ＦＡＸ  東京０３（３２６２）５２７９番 

  ＊会報雑誌委員会 委員長/森田建二 副委員長/佐藤香織･吉岡幸志 委員/今井千晶､熊川貴昭､馬渕知子､山口妙子 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１１月１９日 第１８回例会（通算１２８２回）  会場：麗の間 

１．出席者 会員   ５２名 

      ゲスト    １名 

ビジター １０名    計６３名 

  司会        中瀬賀暁会員 

２．開会の辞・点鐘   大竹章裕会長 

３.黙祷 

    11月 15日にご逝去されました中島辰巳初代幹事、名誉会員のご冥福を祈 

 り、ここで黙とうを行います。 

４.ビジター紹介    江藤昭子会員 

５.会長挨拶      大竹章裕会長 

今日はたくさんのお客様を迎えています。皆さんようこそ紀尾井町ＲＣ 

へお越しくださいました。 

今日は 12月入会予定の井上麻矢さんもいらしています。ゆったりとお楽 

しみください。 

さて、高校 3年生の時に見た忘れられないドラマがあります。井上さんの  

父上、井上ひさしさんの著作で「國語元年」というものです。明治初期、 

藩を廃止し日本全体を一つの国にまとめるため、言葉を統一しようという 

人々の涙ぐましい努力をコミカルに描いた作品でした。主演の川谷拓三が 

家の中で薩摩弁、江戸山手言葉、会津弁が飛び交うのに頭を抱えるシーン 

が印象的でした。 

なぜ国をまとめるのに言葉を統一が必要か私たちは皆直感的に知っていま 

す。言葉が通じなければまとまりがつかないからですね。 

では、まとまりがつくとはどういうことか、それはバラバラだったものが 

揃って、整ったことをいいます。 

では、「言葉が通じれば揃う」とは一体何が起きているのでしょう？ 

それは言葉によって私たちの頭の中に「くっきりとイメージが形作られ 

る」ことです。例えば今ここで「今年の旅行はロサンジェルスに行こう」と言えば「予算は？期間は？交 

通手段は？」とそれに向けた具体的な行動につながる言葉が浮かびます。 

おかげさまで我がクラブはここ数年歴代の会長が明確に行く手を示してくれました。 

                                                                   

１１/２６ 第１９回例会予告    麗の間        １２/３第２０例会予告      麗の間 

      「外国にルーツを持つ在日の子供達」               クラブ総会 

      NPO法人「青少年自立援助センター」                   「和装の魅力・・・冬偏」（仮） 

  定住外国人事業部・ 田 中 宝 紀 氏                中瀬賀暁・大竹章裕・江藤昭子会員他 

卓話者 新 健一様 

卓話者 林ひろみ会員 



                                        

大西さんの「チャレンジ」奥寺さんの「楽しもうロータリー」そして…ビーハッピー。私たちも「奉仕と

は？」と問えば「人を思いやり、人のためになることをする」というように言葉で意識を揃えていきまし

ょう。 

今日は神田ＲＣより医療防護服のお話です。江戸を代表する伝統あるクラブの奉仕興味深く拝聴します。 

あとはもう一人林ひろみさんです。林さんのニックネームは「スターライト」さんと聞いています。ムー

ンライトさんではないのかなぁと興味津々、おはなし楽しみにしております。 

では、ここにいる皆でしあわせになりましょう。ビーハッピー。会長挨拶を終わります。 

５．幹事報告      坂田生子幹事 

  当クラブではコロナ感染防止対策を万全にしてお迎えしておりますが、本日は人数の関係上、円卓のみに 

させて頂きましたことご了承願います。 

  ①週報、クリスマス家族会のご案内、卓話資料、配布致します。 

  ②先週（11/12）告示致しました入会希望者２名（井上麻矢さん、髙橋祐樹さん）どなたからも異議がござ

いませんでしたので、入会を承認致します。 

③中島辰巳名誉会員のご逝去に伴い、会長名にてご供花、電報、香典をお出ししたことをご報告致します。 

６．委員会報告 

①米山友愛ロータリークラブ創立１０周年記念例会報告    垣見裕司会員 

 11/15 日の日曜日に開催された 2750 地区の東京米山友愛ＲＣの創立 10 周年記念例会に参加してきまし

た。このクラブの拡大補佐をされた関博子さんとは、JRIC の関係で 25 年来のお付き合いです。彼女に

は、当クラブに米山の卓話に来て頂いたこともありますし、私が会長の 2015-16 年度には、ネパール地

震がありましたが、その時の米山友愛の会長がネパール出身ギリラムさんという会長だったのでやはり

卓話に来て頂き、10 万円のご寄付もさせて頂きました。今回の参加費はクラブから出して頂いたので公

式訪問でしょうか。 

リアルでホテルニューオータニに実際に集まったのは会員を中心に 30 名。しかし、オンライン参加は何

と 200 人。クラブのメンバーは、ほとんどが米山奨学生の出身者で構成されているので確か国と地域は

9 ヶ国にもなります。若い会員も多いので資金力はないのですがこのオンライン例会の会費 5000 円、米

山卒業生という資金力がない会員が多いクラブの集金方法としては良い方法かもしれません。 

全てがオンラインの正に次世代型の記念式典でしたが、ＲＩ会長からビデオメッセージが寄せられたの

には驚きました。カバナーや直前ガバナーもオンライン参加です。 

我々のクラブで応援する米山奨学生も金銭的支援が終わるとご縁が薄くなるのが常ですが米山奨学卒業

生を中心にした当クラブの会員になった方は心と時間とお金に余裕のある会員なので恩返しの気持ちは

感じられました。 

最後に流れたＷｅ ａｒｅ Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄでのエンディングでは私も含めてオンライン参加者全

員の写真が走馬灯のように流れるシーンで皆感動していました。Ｗｅ ａｒｅ Ｔｈｅ Ｗｏｒｌｄは

米山友愛ＲＣにぴったりだなと思いました。この記念例会風景は後日 youtube で公開されますので良

かったら見て下さい。 

②クリスマス家族会のご案内     浅見 亨親睦委員長 

 皆様こんにちは。先ず最初に明日（11/20）の炉辺会のご案内を致します。18時より溜池山王のローリ

ーズにて開催致します。お肉が苦手な方はサーモンに変更出来ますのでご安心下さい。本日を締切と致

しますので後程、出欠表を回覧致します。まだ、お返事をされていない方は〇をお付け下さい。 

次に 12/17クリスマス家族会のご案内を致します。本日、ご案内を配布致しましたが、ＮＨＫのみんな

のうた等でお馴染みの新沢とし彦さんにゲストとして参加していただきます。お子様方に歌を楽しんで

頂こうと言うことですが、その他に大人の方達にも楽しんで頂けるような企画を親睦委員一同練ってお

りますのでよろしくお願い致します。また、くまモンも只今、交渉中です。いずれの会も感染予防対策

を万全にし、皆様に安全安心で親睦を深めていただくよう企画を練っておりますので、どうぞよろしく

お願い致します。  

７．ニコニコボックス発表         茨田浩之会員 

８．卓話  

  「作って、送って、医療を支える防護服支援プロジェクト」 

 新 健一様（東京神田ロータリークラブ社会奉仕委員）  

  皆様こんにちは。紀尾井町ＲＣ様でお話するのは、多分 20 数年振りで当時、何を話したのかを記憶してい

ない位昔なのですが、今回、防護服支援プロジェクトと言う事で私共で取り組んで、東京神田ＲＣが支援

しておりますプロジェクトのお話をさせて頂きたいと思います。  

実はこのお話は 2 部構成になっておりまして、1 部が私のプロジェクトの話で、2 部は、気仙沼が最初にこ



のプロジェクトをスタートさせてくれたので、そちらの婦人会の副会長が話をするという 2 部構成なので

すが、今日は時間の関係で、1 部の私のお話だけをさせて頂きたいと思います。たまたま先程もお話が有

りました様に第 3波が全国的に広がりつつあるという事で、少しタイムリーな話かなと思っております。 

先ず話に入る前に、私の本業は建築でございまして、東日本大震災の後に三陸沿岸に復興関係者向けの宿

泊施設を 10 か所程企画して建てて、投資者さんから運営もやれと言うので、実はその運営もやっておりま

す。そのような縁が有ったのですが、昨日まで三陸に入っておりまして、東京に来たら暑いという事で汗

をかいております。たまたま先程、井上ひさしさんのお話が有りましたが、縁の岩手県大槌町という所に

も月曜日の晩泊っておりました。 

神田ＲＣが三陸と繋がりを持ったのは、皆様、大抵、紀尾井町さんもそうかも知れませんが、当初は物凄

い勢いで支援をされたのですが、2 年目になるとあまり何もやらないと言う事が多かったと思います。私

共は 1 年目は普通の寄付しかやらないで、2 年目以降支援して行こうという事で今日に至るまで沿岸に有

る二つの養護施設にずっと寄付を続けていますし、毎年訪問もしております。それから認可外の保育園に

も 50 周年の時とか、或いは地区補助金を使ったりしながらずっと支援を続けているというご縁がございま

す。今回の話は、そんな事も有って実現したのですが、実は、三陸の仕事を一緒にやっていた某大手広告

会社の友人から 4/19 か 4/20 に電話が有り「赤羽橋に有ります東京都済生会中央病院がゴールデンウィー

クでいわゆる医療崩壊になる」と言うお話がございました。何故かと言うと当時 4/16 に緊急事態宣言が有

りまして皆様、家籠りを始めた頃です、済生会では乳児院で施設内感染が発生して、本当にコロナに対応

する方だけではなくて、全ての看護師さんとか、院内の方々に防護服が必要になっているが、全く手に入

らないという事で、実は看護師さんとか事務の方とか、足だけ骨折して手が動かせる方等、入院患者の方

までが総出でポリ袋の簡易の防護服を作っていたのですね。只、ゴールデンウイークになると出てくる人

も減るので、毎週千着必要なのに、これでは崩壊するよと言う電話だったのです。それに対して、私がた

またまその近くに住んでいるもので「麻布十番の商店街で作ってくれないかな」と言う電話が有ったので

すが、当然、皆、家籠りをしているので、これは無理だなと言う風に思いまして、ふと気付きまして、私

に縁の有る気仙沼に声を掛けたのです。 

気仙沼と言うのは石巻は別として、あの沿岸では一番人が多く、震災前で 7 万人位、今 6 万人位に減って

いますが比較的大きな町なのですが、地方にありがちな全員顔と名前が一致するという位、濃い繋がりが

有るので、声を掛けたのが、小野寺紀子さんと言う、彼女は当時、気仙沼の女性の会の事務局長で、すぐ、

会長に相談をしてくれて「やるしかない」と言う話になって、気仙沼の方々が中心にこの話はスタートし

ました。 

何をやっているかと言うと、70 ㍑のポリ袋 2 枚と養生テープだけで防護服を作ろうという事です。済生会

と打ち合わせをし、更に色々な衣服作りの人の意見を詰めながら、図面を作りました。会長に今、着てい

ただいてお見せします。 

気仙沼の方でやるという事になりまして、今お話したように試作、打ち合わせを繰り返して、図面迄作っ

て、制作ビデオも作り、資材を集めるのにはお金が要りますから、気仙沼の信金さんにお願いして、口座

を作って貰い、お金集めをし、気仙沼の市民の方々にお声がけをしたという事です。この防護服は、手は

出ないです。無理やり指をぎゅっと突き出してもらいます。これをやることによって、密着しますので、

感染を防ぐようになっております。脱ぐときも触らないで脱ぎ捨てられます。本物の防護服は多分慣れて

いないと着脱に 15分位掛かるのです。これは非常に簡易なので簡単に脱ぎ着出来ます。 

と言う事で、皆で考えて、制作をスタート致しまして、ゴールデンウィークに医療崩壊させてはいけない

ので、4/19 か 20 日に最初の電話が掛かってきてから、4/27 には最初の 300 着が気仙沼の市民方々の努力

で東京に送られてきて、私と代理店の友人で 28 日には済生会に届けました。併せて気仙沼のホームページ

の作成会社にホームページを作って貰ったり、色々な事をしながら 4/30 には、600 着を送って、宮城のＮ

ＨＫでも放映して頂いたという事です。 

いまだに気仙沼の方より「10 着出来たよ」「15 着出来たよ」と。中には毎週 100 着持って来るようなごご

高齢者もいらっしゃいまして、資材を受け取って作り続けてくれています。又、外資系の会社は今、在宅

勤務ですので、いわゆるＣＳＲでこう言う事に取り組みたいという事で、取り組んで頂いている企業さん

も増えております。今日お見えになっておりますが、横浜の郵便局さんや横浜の教育委員会が音頭取りを

して、やって頂いていたりしてもいます。 

ゴールデンウィークは気仙沼市民の方で乗り越えたのですが、その後、5/8 毎日新聞の朝刊に御手洗さん

の気仙沼ニティングと言うコラムに載せてくれたので、全国にボランティアの輪が広がって、北海道から

九州の方々にも作って頂いている状況です。5、6月は 1万 2～3千着が作られました。 

プロジェクトの現状ですが、先週の時点で 64340 着。今日の時点で 66240 着を 151 の医療機関、高齢者施

設等に送らせて頂いております。全部無償です。基本的に作り手が全部ボランティアなので、大々的に募

集はしておりませんで、先方から依頼が有ったり、ご縁が有った先、と言うだけでも現在 6600 着送らせて

頂いております。制作ボランティアは、団体が 112 団体。団体と言うのは、100 着単位で作っておられる

ところです。個人が 242名ですが、これは先程言った気仙沼の市民の方々は除きます。で、送らせて頂い 



 

た医療機関からは結構凝った形でお礼状が来て、これを寄付者と制作ボランティアだけのフェースブック 

や或いはメーリングリストでお見せすると一層皆「頑張ってやろうね」と言う形で頑張ってくれています。

主に地方紙なのですが、取り上げてくれていまして、いわゆる過疎になっている町の中で、こういうボラ

ンティアに取り組んだ意味と言うのを小野寺さんがお話して下さり、良いところなのですが、今日は残念

ながら省略させて頂きます。 

で、一番の問題は「じゃ、これ、まだ要るの」と言う話がずっと有りまして、現状は皆様、マスコミ等で

ご存知の通り、第 3 波と言う様な状況で、全国で感染拡大しているような状況で、欧米に比べるとはるか

にましなのですが、これからドンドン寒くなった時に医療崩壊が起きるのでは無いか？と言う事を言われ

ております。大きな病院は、本格的な防護服が大体備蓄出来ているようです。但し、中小の医療機関には

「90 着だけ有ります」とか「いったんクラスター発生したらすぐに無くなってしまう」みたいな状況です。

実は今、一番困っていらっしゃるのは、高齢者施設、障害者施設、訪問介護事業者等です。配布が無いの

ですね。こういう施設では簡易の物がほぼ毎日必要なのです。本格的な物はコロナの診察をしているお医

者さんとか看護師さんが使えば良いのですが、毎日必要な施設に対して、いわゆる防護服が届いていない

ので、こういう所から支援要請が来ております。以前、施設でクラスターが発生した際に県より防護服が

配布されたが着る事が出来ず、急遽、この簡易の物を送ったという事も有ります。ですので、本格的な防

護服とは明かに用途が違うのですが、必要だなと言う事を感じております。 

「何時まで必要なのか」と言う事を我々非常に悩んでいたところですが、今のところ、毎月送るのは大分

減りまして、5 千着位が継続で後はスポットのご依頼と言う事なのですが、どうも今回の第 3 波を見ると、

治療薬とかワクチンが出来るまで続くのかなと言う事を感じておりまして、実は制作ボランティアの方に

も「今一度力を貸して下さい」と言うメッセージを今週送った所です。 

只、問題は、ここから先、大変恐縮なのですが、お金が続かない。ここまでかなり頑張って個人で色々な

方にお願いして、寄付金を集めてやってきたのですが、そんな中で神田ＲＣにも支援してもらい、一部ラ

イオンズにも支援して貰ったのですが、大半が個人の方の浄財です。ほんのわずかな金額でも積み重ねな

がらやって来たのですが、これが中々続かない状態になってきているので、この第 3 波の拡大の中で、こ

れをどうしようというのが一番の悩みでございます。本当は、お金の話は余りしたくなくて、地方の話を

したかったのですが、私のパートはそっちがメインですので、最後にお願いしたいことが有りまして、普

通こういう寄付をお願いする時は、税法上のメリットが得られるとか、色々な事になるのですが、なんせ

ゴールデンウィークの 1 週間前に「何とかしてよ」と言う話だったので、これは任意団体でやるしかない

なと言うスタートをしたので、税法上の寄付扱いは受けられません。但し、出来るだけ透明性を保とうと

いう事で、神田ＲＣの会員、高柳会計事務所と言う 50 人位居る大きな会計事務所に全部お金も通帳も預か

って貰って、我々はお金には触れないような状態にしております。ここは正直に申し上げますが、11 月の

経費は払えますが、12 月がそろそろやばいという状態です。なので、こういう卓話の機会を頂いたり、或

いは知り合い、法人を含めてお願いをして、何とか少なくても毎月の 5 千着、プラス、クラスター発生の

為の備蓄分を何とか貯めて、ワクチンや治療薬を待ちたいなと言う事でございます。ですので本当に全く

の任意で結構ですので、もし、ご寄付、ご支援頂ければありがたいという事でございます。気仙沼の良い

話は聞けなくて申し訳ないのですが、一応、こういうプロジェクトをやっていて、何とか少しでも医療崩

壊を防ぐために頑張っているという事でございます。何卒宜しくお願い致します。 

「手相を知って Be Happy！」        林ひろみ会員 

  ①手相とは？怖くない！楽しい！ 

4 千年～5 千年前のインドで始まったと言われています。古代インドで始まったと言われております。古

代インドの人々は人間の「身体」と人の「運命」とを関連付けて考えました。        

・手にはその人の性格、才能などが表れています。ドイツの哲学者カントは「手の人間α外なる頭脳で

ある」と言った。手の線と能は関連が有ります。 

・手相は長い歴史の中で導き出された「統計」で有り、「データ」です。怖い物では有りません。 

  ②Ａ 手相とは、①自分学・・・自分の事が分かる。個性、感性、自分の設計図、本当の自分。素晴 

らしい自分。 

           ②未来学・・・未来が分かる。人生の未来の羅針盤。未来だけが変える事が出来る。 

例えば今、新しいプロジェクトに投資すべきかどうか？資産運用するの 

にリターンはどうか？   

②Ｂ 手相と他の占いの違い 

   １.手相は変化する。50％はその人の心や意志で 50％は運で変化する。毎日変化している。 

   ２.手相は百人百様です。世界に２人として同じ手相の人はいません。神様があなただけに与えた「シル 



 

シ」です。一卵性双生児でも手相は異なります。手相に良い悪いは有りません。全ての人が長所（素 

晴らしい才能を持っています）  

   ③自分の手相を見てみましょう（両手を見る） お手元の手相図をご覧ください 

   手相は両手で見ます。色々な流派は有りますが両手で見ます。何故かと言うと、両手共自分の手だから

だし、脳と通じているのです。右脳の働きが左手に出て、左脳の働きが右手に出るというふうに言われ

ています。だから両手を見ると運勢が良く分かります。 

   １．生命線―健康運（健康、寿命、体力） 

   ２．知能線―適職運（性格、才能） 

   ３．感情線―恋愛運（愛情のタイプ） 

   ４．運命線―仕事運（人生そのもの、生き方） 

   ５．太陽線―幸せ運（幸せ、人気、満足） 

   ６．財運線―金運（商才、財、説得力） 

   一番太くて強い線が現在の長所。今現在の強い運勢で表します。 

  ④垣見さんと手島さんの手相を見て見ましょう 

   垣見さんの特徴―左手に強い運命線 2 本。世界に影響力を持つ手相です。世界のトップに立つでしょう。 

           両手に強い財運線―先祖代々から継いだ強い金運が有る手相です。 

   手島さんの特徴―生命線が両手に 2本。2人分の体力が有る。100歳迄長生き。2人分生命力が有るので 

持病が有っても大丈夫！中指迄伸びる運命線―障害現役の手相です。 

９．閉会の辞   大竹章裕会長 

                                                  

１Ⅰ/２０ 第 2590地区拡大増強委員会の皆様 

 宮田 彰久様（委員長・横浜南ＲＣ） 戸川 俊雄様（川崎北ＲＣ） 

 河口 武生(川崎マリーンＲＣ) 山野 英二様(川崎幸ＲＣ) 大友 徹様(川崎中ＲＣ) 

 鈴木 紀子様(横浜西ＲＣ) 赤堀 和人様(神奈川東ＲＣ) 加野亮一様(神奈川東ＲＣ)  

 金子 将大様（京都北東ＲＣ） 井上 麻矢様（入会予定者） 

                                                    

 

 

【哀悼】謹んで哀悼の意を表します。 

        

        中島辰巳初代幹事・名誉会員  

    2020年 11月 15日逝去 享年 92歳 

 

    チャーターメンバー 

    ２４年間皆出席 

 

    ポールハリスフェロー 

     

 

 

 

 

心よりご冥福をお祈り申し上げます 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【にこにこボックス】             本日の合計 87,000円（26件） 累計 1,672,000円（536件）

第 2590 地区拡大増強委員会：本日は貴クラブへメ

イクアップに参りました。増強の刺

激をたくさん勉強して持ち帰りたい

と思っております。どうぞよろしく

お願い致します。 

加野 亮一君：本日、大竹会長にお会いしにメーク

アップにお伺いしました。よろしく

お願い致します。（神奈川東ＲＣ） 

赤堀 和人君：本日はお世話になります。（神奈川

東ＲＣ） 

守重 知量君：本人誕生日。明後日 73 才になりま

す。何か嬉しいです。 

松島  寛君：本人誕生日。47才になりました！ 

大竹 章裕君：本日は多数のお客様ようこそお越し

下さいまして有難うございます。 

坂田 生子君：神田ＲＣ新 健一様、林ひろみさん、

卓話宜しくお願いします。神奈川増

強委員関係の皆様ようこそお越し下

さいました。 

渡邊 俊一君：第 2590 地区拡大増強委員長の宮田

様はじめとする拡大増強委員の皆様、

本日はお越し頂き有難うございます。 

石川ヒロ子君：新様、本日の卓話宜しくお願い致し

ます。林ひろみ会員楽しみにしてお

ります。第 2590 地区の皆様、よう

こそお越し下さいました。どうぞご

ゆっくりお過ごし下さいませ。 

西脇  修君：神田ＲＣ新様、ご苦労様です。林さ

ん、卓話有難うございます。 

西岡 孝志君：新 健一様、卓話宜しくお願い致し

ます。 

久保田優子君：新様、林さん、楽しみにしています。 

林  裕人君：本日の卓話楽しみにしております。 

手島 京子君：林ひろみさん、今日の卓話楽しみに

しております。 

金井 繁晴君：中島さんのあの飄々としたお姿を思

い浮かべ心よりご冥福をお祈り致し

ます。 

金田 康男君：初代幹事・中島辰巳さんのご冥福を

お祈り申し上げます。 

原田 尚彦君：中島辰巳様、ご冥福をお祈り致しま

す。 

深尾 一郎君：石垣島ダイビングでボートの階段で

こけて頭を５針縫う怪我をしました。 

中村 俊輔君：毎日一所懸命頑張っていきます。中

島さん、有難うございました。 

吉野 次郎君：コロナ第３波ですが、ご一緒に切り

抜けましょう！ 

浅見  亨君：寸志。 

茨田 浩之君：寸志。 

橋本 吉弘君：寸志。 

平島 ゆき君：寸志。 

河合由里子君：寸志。 

黒田 善孝君：寸志。 

小泉  始君：寸志。  

中瀬 賀暁君：寸志。 

齊藤  学君：寸志。 

宗田 裕司君：寸志。 

渡邉 藍子君：寸志。 

 

【米山財団寄付】 

垣見 裕司君：2750 地区米山友愛ロータリークラ

ブの創立 10周年記念例会に行って 

       来ました。 

小島 清治君：2590 地区増強委員の皆様宜しくお

願いします。 

熊川 貴昭君：寸志。 

山口 妙子君：寸志。 

岡垣 栄治君：寸志。  

  

 


